
（別紙３）

～ 令和8年1月30日

（対象者数） 13 （回答者数）
12

～ 令和8年2月15日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

法人内の行事を企画し、一緒に参加できる活動を考える。

2

どの特性の児童でも参加できる活動を考え、工夫して提供す

る。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

マット・机などを使用して、少人数・個別で取り組める環境

作りに努める。

2

3

○事業所名 社会福祉法人　河西福祉会　アンシアナトー

○保護者評価実施期間
令和8年1月15日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

少人数での活動や個別支援対応が課題である。 フロアがフラットであり区切りなどがない為、個別での対応が

難しい。

複合型施設である為、高齢者の方々との世代間交流ができる。 挨拶をしたり、月に１回こども喫茶を開催して関りを持ってい

る。

複合型施設である為、苑内がバリアフリーで車いす・バギーの

子ども達の受け入れができる。

車いす・バギーを使用している児童でも参加できる行事を企画

している。

事業所における自己評価総括表公表


